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［論文要旨］

被災地域における生活文化
保存活動の意義とその展望

Significance and Future Prospects of Activities to Preserve Lifestyle 
and Culture in Disaster-hit Areas : A Case Study of the Ogata Residence

 in Kesennuma City, Miyagi Prefecture

葉山　茂
HAYAMA  Shigeru

はじめに

❶文化財レスキュー活動と地域開発

❷地域社会をいかに描くか

❸地域の中心的存在としての小々汐・尾形家

❹物質・場所が身体を通して喚起する記憶

❺考察

❻おわりに

　本稿は被災地でおこなわれる文化財レスキュー活動を地域開発の視点からとらえ，課題を検討することを

目的とする。事例として国立歴史民俗博物館が携わった宮城県気仙沼市小々汐の個人住宅，尾形家住宅にお

ける生活用具・民具・文書・建材の救援活動を取り上げた。

　課題の検討にあたり，建物や生活の痕跡が失われた被災地で現在，地域を見つめる地域開発の視点が必要

であることを論じた。そして民俗学における地域開発の問題を整理し，地域開発の議論が観光に偏重してい

る現状と，民俗学における地域開発の視点を遡ると，宮本常一の「郷土教育」に至ることを論じた。また宮

本常一の「郷土教育」が人びとの論理を起点に検討されていたことを論じ，被災地でも地域開発の文脈で人

びとがいかに生きてきたのか，そして現在ある問題をどう解決するのかという視点で文化財レスキューの結

果を活かす必要性があることを論じた。

　以上の点を踏まえ，地域社会の人びとの生き方を検討するとき，人びとが自然や他者との間で築く関係性

に注目し，その関係性の具体的な中身を検討する必要性を論じた。その上で尾形家の歴史を概観し，尾形家

から救ったものからみえる社会関係を御札，オシラサマ，薬箱などの事例から紹介した。

　また物質の背景にある人びとの記憶が生起する過程を，尾形家のワラ打ち石捜索過程を例に論じた。そし

て物質を前にして語られる物語が，単なる個人の内部的な記憶ではなく，物質や場所と密接に結びついてお

り，条件が揃ったときに生起してくることをギブソンのアフォーダンスの議論を援用して論じた。

　以上のことから，記憶は状況依存的に生じることと，その状況を生み出すツールとして文化財レスキュー

で救われた物質が機能する可能性を論じ，インフラストラクチャーが整備されたあとのそれらの運用という

地域開発の課題に対して，物質の背景にある生活や文化を救う試みが役立つ可能性があることを論じた。
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宮城県気仙沼市の尾形家住宅を事例に


